
LMH6672,LMP8601

Application Note 1255 An OrCAD PSPICE Library for the VIP10 High-Speed Op 

Amp

Literature Number: JAJA282



National Semiconductor
Application Note 1255
Barry Yuen
2005年 9月

1© National Semiconductor Corporation AN200545-03-JP

V
IP

10
T

M
高
速
オ
ペ
ア
ン
プ
用

O
rC

A
D

 P
S

P
IC

E
ラ
イ
ブ
ラ
リ

A
N

-1255

VIP10TM高速オペアンプ用
OrCAD PSPICEライブラリ

ご注意：日本語のアプリケーション・ノートは参考資料として提供しており、内容が
最新でない場合があります。製品のご使用に際しては、必ず最新の英文アプ
リケーション・ノートをご確認ください。

SPICEシミュレーションを行うにはSPICEモデルを用意しなければ
なりませんが、オペアンプのモデルをゼロから作成するのは技術的
にきわめて難しく、しかも時間のかかる作業となってしまいます。

そこでナショナル セミコンダクター社では、業界をリードするVIP10
プロセスを採用したオペアンプ製品シリーズについて、OrCAD用
Captureライブラリ (nationalhighspeed.olb)とPSPICEモデル・
ライブラリ (nationalhighspeed.lib)の提供を行っています。これ
らライブラリには、LMH 高速オペアンプ・シリーズのビヘイビア・
モデルとオペアンプの回路シンボルが含まれています。ライブラリ
は、www.national.com/see/ampsjpn/から無償でダウンロード可
能です。ライブラリはOrCAD PSPICE A/Dバージョン9.1用に生
成され、データシート記載の性能に一致することが検証されてい
ます。

VIP10は、誘電体分離技術によって高速動作を実現した相補型
バイポーラ IC プロセスです。貼り合わせたウェハ上に深いトレン
チ溝を形成し完全な誘電体分離を行っているため、高速アンプに
最適なプロセスとなっています。貼り合わせたウェハ上にトレンチ
溝を形成すると寄生容量を小さく抑えられるため、結果として優
れた帯域対電力比と低歪みを実現でき、またダイ・サイズも小さく
できます。

シミュレーションを行う前に、"Simulation Profile"の "Include File"
オプションまたは "Libraries"オプションのどちらかに
nationalhighspeed.libのパスを追加してください。

加入者宅内装置用ADSLアナログ・フロントエンド
LMH 高速オペアンプ・シリーズが広く活用されているアプリケー
ションの 1 つに加入者宅内装置の DSLアナログ・フロントエンド
があります。Figure 1 に示すように、フルスイング出力が可能な
LMH6643、ライン・ドライバ LMH6672、低ノイズ・オペアンプ
LMH6622が、ADSLベースバンドDSP 性能を最大限に引き出
す高信頼チップセット・ソリューションを構成します。

FIGURE 1.  Block Diagram of ADSL CPE 
Analog Front End

D/Aコンバータのバッファ・アンプとしてのLMH6643
インピーダンス整合、回路的な分離、LMH6643とLMH6672間に
あるオプションのローパス・フィルタの駆動を目的に、LMH6643の
ペアをデジタル - アナログ・コンバータの出力を受ける差動バッファ・
アンプとして使用しています。Figure 2に、SPICEモデルの使用を
説明するOrCADの回路図を示します。この反転バッファ・アンプ
の電圧ゲインは、単純に－RB1＋ / RB2＋ および－RB1－ / RB2－
として定義されます。
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D/Aコンバータのバッファ・アンプとしてのコンバータのバッファ・アンプとしてのコンバータのバッファ・アンプとしてのコンバータのバッファ・アンプとしての LMH6643 (つづき )

FIGURE 2.  LMH6643 as an ADC Buffer in 
ADSL CPE Analog Front End

上り用ライン・ドライバとしての上り用ライン・ドライバとしての上り用ライン・ドライバとしての上り用ライン・ドライバとしての LMH6672

単一電源動作でありながら低歪みの高出力ドライブが得られる
LMH6672 を、上り DSL ライン・ドライバとして使用しています。
差動出力ドライバで使用した場合、LMH6672 は 50Ω 負荷を
16.8VPP 振幅でドライブする能力を持っており、そのときの歪みは
わずか－ 93dBc です。フルレートADSL の上りピーク・パワー・
レベルに完全に対応します。Figure 3に、1:2のトランスを介して
100Ωのツイストペア線を駆動する標準的なライン・ドライバ回路を
示します。この非反転ドライバ・アンプの電圧ゲインは、単純に
(1＋ 2×RF＋ / RG )または (1＋ 2×RF－ / RG )として定義され
ます。なおコンデンサ CGは、DCゲインを 1V/Vに設定するため
に挿入されています。

FIGURE 3.  LMH6672 as a Differential Driver 
to a 50ΩΩΩΩ Differential Load

下り低ノイズ・プリアンプとしての下り低ノイズ・プリアンプとしての下り低ノイズ・プリアンプとしての下り低ノイズ・プリアンプとしての LMH6622

低ノイズで低歪みの特性を持っているLMH6622を、下りリンク用
の低ノイズ・プリアンプで使用しています。上記の 2つの特徴に
よって、厳しい ADSLスタンダードの直線性とノイズ要求に適合す
る受信パスの広ダイナミックレンジ化が保証されます。

Figure 4で、LMH6622は反転加算アンプを構成していて、受信
プリアンプ・チャネルに対する増幅とドライバ・エコー信号のキャン
セルを行います。好ましくないドライバ・エコー信号を受信パスで
キャンセルするために、R1＋ を 2×R2＋、R1－ を 2×R2－ とし
て設定します。

現実には完全な整合ができないため、ハイブリッド除去はおよそ
12dB となります。なおシミュレーションでの抵抗値は、受信回路
の実性能に対する経験にもとづいて調整してください。
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下り低ノイズ・プリアンプとしての下り低ノイズ・プリアンプとしての下り低ノイズ・プリアンプとしての下り低ノイズ・プリアンプとしての LMH6622 (つづき )

FIGURE 4.  LMH6622 as a Low-noise Pre-amp in the ADSL Downstream

Figure 5 に、ツイストペア伝送線の差動出力電圧と、プリアンプ
出力点での好ましくないエコー信号を示します。完全な整合が実
現されない限り、エコー信号を完全にキャンセルできません。

FIGURE 5.  Simulation Results at the Transmission Line and Pre-amp’s Output

以上のように、ナショナル セミコンダクター社の高速オペアンプ用
の PSPICEモデルとCaptureシンボルは、
www.national.com/JPN/appinfo/amps/ からダウンロードでき、
シミュレーションに利用可能です。
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生命維持装置への使用について
ナショナル セミコンダクター社の製品は、ナショナル セミコンダクター社の最高経営責任者 (CEO) および法務部門 (GENERAL
COUNSEL)の事前の書面による承諾がない限り、生命維持装置または生命維持システム内のきわめて重要な部品に使用することは
認められていません。
ここで、生命維持装置またはシステムとは（a）体内に外科的に使用されることを意図されたもの、または (b)生命を維持あるいは
支持するものをいい、ラベルにより表示される使用法に従って適切に使用された場合に、これの不具合が使用者に身体的障害を与
えると予想されるものをいいます。重要な部品とは、生命維持にかかわる装置またはシステム内のすべての部品をいい、これの不
具合が生命維持用の装置またはシステムの不具合の原因となりそれらの安全性や機能に影響を及ぼすことが予想されるものをいい
ます。

本資料に掲載されているすべての回路の使用に起因する第三者の特許権その他の権利侵害に関して、弊社ではその責を負いません。
また掲載内容は予告無く変更されることがありますのでご了承ください。

ナショナル セミコンダクター ジャパン株式会社
本社／〒 135-0042 東京都江東区木場 2-17-16 TEL.(03)5639-7300

技術資料（日本語 /英語）はホームページより入手可能です。 www.national.com/jpn/

このドキュメントの内容はナショナル セミコンダクター社製品の関連情報として提供されます。ナショナル セミコンダクター社
は、この発行物の内容の正確性または完全性について、いかなる表明または保証もいたしません。また、仕様と製品説明を予告な
く変更する権利を有します。このドキュメントはいかなる知的財産権に対するライセンスも、明示的、黙示的、禁反言による惹起、
またはその他を問わず、付与するものではありません。
試験や品質管理は、ナショナル セミコンダクター社が自社の製品保証を維持するために必要と考える範囲に用いられます。政府が
課す要件によって指定される場合を除き、各製品のすべてのパラメータの試験を必ずしも実施するわけではありません。ナショナ
ル セミコンダクター社は製品適用の援助や購入者の製品設計に対する義務は負いかねます。ナショナル セミコンダクター社の部品
を使用した製品および製品適用の責任は購入者にあります。ナショナル セミコンダクター社の製品を用いたいかなる製品の使用ま
たは供給に先立ち、購入者は、適切な設計、試験、および動作上の安全手段を講じなければなりません。
それら製品の販売に関するナショナル セミコンダクター社との取引条件で規定される場合を除き、ナショナル セミコンダクター社
は一切の義務を負わないものとし、また、ナショナル セミコンダクター社の製品の販売か使用、またはその両方に関連する特定目
的への適合性、商品の機能性、ないしは特許、著作権、または他の知的財産権の侵害に関連した義務または保証を含むいかなる表
明または黙示的保証も行いません。

National Semiconductorとナショナル セミコンダクターのロゴはナショナル セミコンダクター コーポレーションの登録商標です。その他のブランド
や製品名は各権利所有者の商標または登録商標です。
Copyright © 2006 National Semiconductor Corporation
製品の最新情報については www.national.com をご覧ください。
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